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	１．はじめに
	２．活動報告　蛍光免疫組織化学染色体験会
	３　活動報告　RNAscope体験会
	筆者が以前から興味を持っていた約８時間で　手技が完了するin situハイブリダイゼーション「RNAscope」の体験会をプロテインシンプルジャパン平林京氏、コスモ・バイオ石倉慧一氏の両氏を講師としてお招きし開催しました。この体験会では「イベントの調整役」として告知や会場の確保、そして講師とのメールでの進捗確認が主な業務となり、体験会当日は講師の方々の邪魔にならないように筆者は半分参加者、半分トラブル対応係として参加しました。
	体験会の参加者は17名と想定よりも興味を持ってくださった方々が多かったため、実技の流れは
	参加者全員で確認しつつ、実技の各工程は参加者から担当者を決める分担制とし、反応時間中は講師がミニレクチャーをおこなうという形式で開催しました。
	参加者からは概ね好意的な意見をいただきましたが「最初から最後まで体験したかった」という感想もあり次回があれば「免疫組織化学染色体験会」のように筆者が講師となりマンツーマン方式での開催も視野に入れ検討したいです。
	また、趣旨とは少し外れますが、参加者の約半数が留学生であったため、英語の必要性を今更ながら痛感させられた体験会でもありました。
	最後にこの体験会で作製されたポジティブコントロール陽性反応を示した標本を紹介します（図２）
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